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育苗箱へのトビムシ導入によるアブラナ科野菜の苗
立枯れ症抑制















保するには１箱当たり約 7,500 匹以上の F. hidakana を導入する必要があった。育苗条件としては，ト
ビムシを導入する播種前２週間と播種後２週間の計４週間は地温を 28 ℃以下とし，粒状の園芸培土を
用いた場合には土壌水分を乾土当たり 30 ～ 70%に保つ必要があった。なお，水分補給の際にはトビム
シの表面流去を防止するため，育苗箱から水が溢れ出ないように灌水した。白河市のブロッコリー生産
農家のハウス内における早春の育苗では，F. hidakana の導入により苗立枯れ症が抑制された。しかし，
初夏の育苗では育苗箱内の地温が 30 ℃を越えたこともあり，F. hidakana の導入効果はなかった。
キーワード：アブラナ科野菜，トビムシ，ヒダカフォルソムトビムシ，苗立枯れ症，リゾクトニア，育
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Effects of Folsomia hidakana（Collembola）released in a seedling box on decreasing damping-
off of Brassicaceous vegetables caused by Rhizoctonia solani：
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Abstract ： Collembola collected in Fukushima  prefecture were tested in pots whether they
decreased damping-off of Brassicaceous vegetables caused by Rhizoctonia solani. Folsomia hidakana
Uhida et Tamura was surerior to others in abilities to propagate in a room and to decrease the
damping-off.  To decrease the damping-off, more than 7,500 individuals of F. hidakana were needed
to be transferred to a seedling box（28 x 58 x 3 cm in depth）.  The seedling box must be maintained
below 28 ℃.  When the granulated commercial soil（Kureha Inc.）was used to rear seedlings,
changes in soil water content from 30 to 70% on dry basis had no effect on the ability of F. hidakana
to depress the disease.  Water must be carefully supplied to devoid overflow resulting in loss of F.
hidakana from soil surface.  This system was applied by a farmer in Shirakawa city, Fukushima, to
rear seedlings of broccori（Brassica oleracea var. italica）in a plastic house.  F. hidakana depressed
the damping-off in Feburary - May.  However, F. hidakana had no effect on the disease in June -
July, as the soil temperature of seedling box reached above 30 ℃.
Key Words ： Brassicaceous vegetables,  Collembola, Folsomia hidakana, damping-off disease,
Rhizoctonia solani, seedling box
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については更に PDA 培地で増殖させた R. solani
を餌とした時の摂食行動を調べた。
一方，これまでに採集して飼育中のトビムシ 15）
の内の３種，F. hidakana 及び Sinella curviseta，
Lepidocyrtus cyaneus について F. hidakana 用に
開発した大量飼育法 23，24）での増殖能を再評価した。
また，苗立枯れ症抑制効果を調べるため，前述の
300 ml 容の容器に 100 g の園芸培土（クレハ）と
水 45 ml を加えて滅菌した。これを対照区とし，
















100 g と水 40 ml を入れ，麹を餌として F.
hidakana を 24 ℃で飼育すると，500 個体が 6 週間
で約 10,000 個体に増殖する 23，24）。この時の園芸培
土の水分量を乾土当たり 20，30，40，50，60，





たものを調製し，500 個体の F. hidakana を入れて
６週間後の個体数を調べた。
３．育苗箱へ導入した F. hidakana がアブラナ科
野菜の苗立枯れ症を抑制する効果の確認
１）育苗条件



























13 時間は約 16 klx で 25 ℃，暗期 11 時間は 20 ℃，






合物 1 L に対して化成肥料（4-16-6），過リン酸石
灰，カキガラ石灰をそれぞれ 5，3，3 g 加えて育
苗土とした。R. solani 接種源は育苗土 90 g と PD
液体培地 35 ml，オオムギ粉末 10 g の混合物で白
河市の土壌から単離された R. solani を２週間培養
したものを用いた。2002 年 2 月 18 日，１つの育苗
箱（内寸 28 x 58 x 3cm）の生土約 5 kg に対して１
つの接種源を混和して汚染区とした。汚染＋トビム
シ区では更に約 10,000 個体の F. hidakana を飼育用
育苗土とともに土壌表面に散布した。なお，対照区
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すでにこれまで Sinella curviseta, Lepidocyrtus
cyaneus, Proisotoma minuta, Hypogastrura com-
munis, Folsomia hidakana の５種が福島県下の土壌





ずれの菌に対しても 70 ～ 80%の発症抑制効果を示
したが，残りの S. curviseta と L. cyaneus の抑制
効果は 10 ～ 20%と低かった（図１）。また，園芸
培土と麹を用いる F. hidakana 用に開発した飼育法




















































䊃䊎䊛䉲䈱⒳㘃䇭    䇭L. cyaneus           S. curviseta              F. hidakana
R. solani  䈱
䇭䇭⒳㘃









































１日当たり平均 2.3 個産卵する 22）。R. solani を餌に
継代飼育を繰り返してきたが，麹を使った大量飼






F. hidakana の大量増殖にとっての適温は 24 ℃
であり 23，24），適切な土壌水分量の範囲は園芸培土

























ば，16 ～ 28 ℃の温度条件で F. hidakana の苗立枯
れ症抑制効果は安定していた（図４）。土壌含水量
20%では水が少ないことが原因となって発芽が不良
であった。32 ℃では F. hidakana の発症抑制効果
が大きく低下した。これは，アブラナ科野菜の生育
適温よりも高いために苗立枯れ症が発症しやすいこ






10 ～ 13 匹であった（表２）。キャベツとハクサイ
のどちらにおいても１穴あたり 50 個体以上の F.
hidakana を導入すると，４週間後の生存数は導入
数の約半分であった（表２）。F. hidakana は好適
な条件だと 8.3 日で個体数が２倍になり 24），セル内
で増殖しているものの全体としては次第に減少す
ると推察される。ハクサイとキャベツの苗立枯れ
症は１穴あたり 75 個体以上の F. hidakana を導入
すると顕著に抑制されたことから（表２），この個
























































































䊃䊎䊛䉲ዉ౉ᢙa) ᵹ෰ᢙa) ↢ሽᢙa)   䊊䉪䉰䉟䈱ஜోᩣ₸b) (%)
0 0 0 2㪈.4
㪈0 -5.4 2.8 57.㪈
30 -㪈0.0 9.8 7㪈.4
50 -㪈4.3 24.6 92.9
75 -㪈2.9 39.7 㪈00.0
㪈00 -㪈㪈.4 49.㪈 㪈00.0
䊃䊎䊛䉲ዉ౉ᢙa) ᵹ෰ᢙa) ↢ሽᢙa)    䉨䊞䊔䉿䈱ஜోᩣ₸b) (%)
0 0 0 28.6
㪈0 -6.0 2.9 57.㪈
30 -㪈2.5 㪈0.7 85.8
50 -㪈3.3 25.8 92.9
75 -㪈㪈.0 40.2 㪈00.0
㪈00 -㪈0.8 50.4 㪈00.0










24 ℃である F. hidakana 24）の活動は急速に低下し
たものと推察された。一方，汚染区の土壌を回収し
て再度ブロッコリーを播種したところ，いずれも腐
敗し，全ての腐敗種子から R. solani が再分離され
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